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ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 

• 「研究開発 （R&D） に使えるPM知識体系」の構築を目指して、R&D PM研

究会の活動を3年間、続けてきた。

• 本活動のきっかけは、長年にわたる企業（富士フイルム）での研究開発お

よび事業開発経験にある。

• 企業での新商品開発には、新たな価値の元を産み出す「研究」段階と、

確立済みの技術を組み合わせて製品やサービスとして完成させる「開発」

段階がある。

• しかし実際には、両者が同時に進行するケースが多い。

後者の開発段階にはモダンPMを適用できるが、

前者の研究段階で適用できるPM技法は未確立のままである。

• 本研究会では、この問題解決をきっかけに、新たな価値をもたらすR&D 

PMの研究を進めてきた。本講演会では、その主な研究成果を紹介する。

「価値創造をもたらす 」
～ 研究会の活動から～

アブストラクト 2



ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 

自己紹介と千葉工大紹介

私が 研究活動を始めた訳

研究会の概要

なぜ、価値創造か

研究会の活動成果

 どうやって価値創造へと繋げるのか

まとめと今後の予定

講演内容 3



ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 1.自己紹介

• 略歴
▫ 1979年 名古屋工業大学大学院工学研究科 修士 電気工学専攻修了後，

富士写真フイルム(株)入社．

磁気記録メディアおよび光記録メディアの研究開発，

新規事業の開発に従事． 研究部長等を歴任．

▫ 2009年 名古屋工業大学大学院 博士(工学)．

▫ 2010年 富士フイルム(株)を退社．

同年 千葉工業大学 社会システム科学部 プロジェクトマネジメント学科 教授

▫ 2011年 同大学大学院 マネジメント工学専攻 教授 兼任

• 専門領域
▫ 研究開発プロジェクトマネジメント

▫ ビジネス創成

▫ 環境・エネルギー

▫ ものづくり国際経営論

4
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キャンパス
津田沼（大学院, 学部３・４年生）
新習志野（１・２年生）
東京スカイツリータウンキャンパス

学生数
大学院・学部総数 約１万人

建学の精神
世界文化に技術で貢献する

研究センター
未来ロボットセンター （Ｆｕｒｏ）
惑星探査研究センター（ＰＥＲＣ）

津田沼キャンパス

歴史
私立工業大学の中で最も歴史あり

クインス
（福島原発で活躍）

火星探査船操縦
シミュレーター

大学院 工学研究科 情報科学研究科 社会システム科学研究科
学部 工学部（6学科） 情報科学部(2学科) 社会システム科学部(3学科)

新習志野キャンパス

1.千葉工大紹介 5
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１

私の歩んできた道
～企業での新製品開発と新規ビジネス開発～

磁気記録メディアの
研究開発

光ディスクの研究開発

新規ビジネス開発

ホログラム ナノインプリント 太陽電池 LED部材三次元LSI

12年12年

14年14年

5年5年

1. 自己紹介 6
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なぜ、情報産業から環境エネルギー産業へ
鞍替えしようとしたか？

＜HDDの磁気録密度向上＞ ＜太陽電池の変換効率向上＞

1956年IBM「RAMAC」
直径61cm，厚さ0.1インチのアルミ50枚総
容量4.4メガバイト by Alan Shugart

1954年ベル研 シリコン太陽電池
変換効率6%
by  D.M.Chapin、C,S.Fuller、G.L.Pearson

1. 自己紹介 7
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① プロジェクトリーダーとしての研究開発マネージメント。

② メディア、システムメーカー間のコラボ、共同開発。

③ 新興国（台韓印中）との共存ビジネスモデル。

④ 材料とライセンスの併用ビジネスモデル。

⑤ 国際標準規格化戦略（コンセンサス標準）。

⑥ 原価・事業採算性試算とコスト戦略。

⑦ マーケティング、技術戦略。

⑧ 産官学連携による技術基盤づくり。

⑨ 知財戦略。

⑩ ベンチャー企業とのコラボレーション、ビジネス戦略。

自己紹介

研究開発だけでは勝ち(生き)残れない

8
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次の を産み出せなかったコダック

２．私がR&D PM研究活動を始めた訳
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次の を産み出せなかったコダック
• コダックは売上２兆円の世界一のフイルム会社だった．

• ’75年に世界初のデジカメを開発したのもコダックであった．

• 2000年以降，医療や印刷事業を売却し，本業に経営資源を集中
13工場を閉鎖し，約5万人の従業員をリストラしたが，’12年破綻．

• 次の“What”を見誤

ると，企業は簡単に

潰れる．

富士フイルム

コダック

２．私がR&D PM研究活動を始めた訳
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わたしたちは、先進・独自の技術をもって、最高品質の商品や
サービスを提供する事により、社会の文化・科学・技術・産業
の発展、健康増進、環境保持に貢献し、人々のクォリティ オブ
ライフのさらなる向上に寄与します。

富士フイルム㈱

富士写真フイルム㈱

「第２の創業」

社名と企業理念の変更

わたしたちは、より優れた技術に挑戦し、

「映像と情報の文化」を創造し続けます。

わたしたちは、より優れた技術に挑戦し、

「映像と情報の文化」を創造し続けます。
出典）富士フイルムHPより
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ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 富士フイルムの研究開発体制

出典）富士フイルムHPより
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ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 「融知・創新」による「新たな価値の創生」

富士フイルムの
今後の成長事業
富士フイルムの
今後の成長事業

富士フイルム先進研究所

異分野・異技術を摺合かつ融合

各分野の研究者、事業担当者、デザイナーなどの
異質な知がぶつかり合うことで、
新たな考えが生み出される。
そのために物理的な場所だけでなく、
働き方や組織文化の革新を行っていく。

融 知

新たな差別化技術を創出

５年から１０年先の市場を生み出す
将来技術の芽を育て、チームやプロジェクトの
活動へ迅速に進化させる。

創 新

大学・研究機関 社外パートナー

未来社会に貢献する
具体的な成果をあげる

新たな
価値の創生

新たな顧客価値新規コア技術

富士フイルムのコア技術富士フイルムのコア技術

出典）富士フイルムHPより

オープン
イノベーション

13
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富士フイルム先進研究所
14

出典）富士フイルムパンフレットより



ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 

ミネルバの
女神像

（エントランスホール）

ミネルバは、来るべき新しい世界での戦いに備えて梟を飛ばし、
その文明を総括してまとまった知恵とした

梟「智勇の翼」
（入口正面）

梟「飛び立つ智」
（エントランスホール）

15

出典）富士フイルムパンフレットより
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出典）富士フイルムパンフレットより



ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 17２．私がR&D PM研究活動を始めた訳
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出典）紺野登

「ナレッジマネジメント
入門」日本経済新聞社
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ステージゲート法の導入

19

出典）
R.G.Cooper

‘2010

• ゲートを通過したテーマだけが次ステージに進める商品・事業開発方法。

→ 有望テーマに経営資源を集中させることのより，効率的に商品化・事業化が可能．

• 各ステージでは各部門が顧客・市場と対話しながら，開発を進める（クロスファンクショナル）．

２．私がR&D PM研究活動を始めた訳
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20

5) スピンコート型色素系BD-R技術

新規オキソノール色素技術に新開発の片

面２層化技術を加え、環境負荷が小さく、安

価な高速・大容量DVD-R技術を開発した。

本発表を基に色素系BDの規格化が開始された。

DVD-Rで有効性を確認した記録ピットの空隙形

成メカを応用し、初めてスピンコート可能な色素

系Blu-ray Disc実現の可能性を示した。

研究開発者のやり甲斐

4) DVD±R IS型片面2層化技術

２．私がR&D PM研究活動を始めた訳
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出典：亀山秀雄に加筆

研究 開発

研究＆開発
コンカレント研究開発と称して、
研究と開発が同時に行われ、
無理が生じる。

２．私がR&D PM研究活動を始めた訳 21
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•目的：

プロジェクトマネジメントの

知識体系構築

•目標

▫ 年度 ： で が使われない原因究明

▫ 年度 ： の必須要件明確化

▫ 年度～ ： の知識体系づくり

３．R&D PM研究会の概要 22



年度：問題点の抽出 年度：４つの

啓発

定義＆
ツール

ステージ・
ゲート

人材育成

１．Ｒ＆Ｄの上流でも一部分は使えるはず．

１．Ｒ＆ＤでＰＭの有効性が認識されていない．

１．暗黙知は継承し難い（ＰＪ解散で散逸）．

１．逆転の土壌を確実に残すのに必要なのがＰＭ？

１．ＥＶＭは、Ｒ＆Ｄでは使えない（使う必要もない）．

２．Ｒのスコープを明確にできない．

２．Ｒ＆ＤでのＰＭは皆がゴールするための旗振りでよい？

２．Ｒ＆ＤへのＰＭ適用は、ＰＪと「みなしＰＪ」を区別すべき．

３．ステージゲート（ＳＧ）が機能しない（多産・多死）．

３．Ｒ＆Ｄは不確実性が高いので、時間管理は緩やかに？

３．Ｒ＆Ｄは、SGの早い段階では見極めが難しい．

３．ＳＧを通っていない闇プロジェクトが成功．

３．研究の初めと終わりの定義が難しい．

３．ＳＧの定義や境界条件が曖昧．

３．ＳＧでＰＤＣＡが回せない．

４．使いこなしが難しいツール（ex. MS Project）がある．

４．Ｒ＆ＤにＰＭの押しつけは成功しない．

４．業種やビジネス規模による違いがある．
R&D PMの必須要件明確化

３．R&D PM研究会の概要 23
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研究会員数 46名

学

産

官

２８名

２名

１６名 （含．学生2名）

主な活動内容 （自由参加）

 定例会（毎月１回）

 特別講演会（隔月）

 ワーキンググループ活動

 学会・論文・著作発表

 シンポジウム開催

 視察・見学

 その他

活動資金 (参加費無料)

 千葉工大フォーラム

 公的資金公募に応募

｢ の知識体系
づくり｣の基本的進め方

 会員個々のモチベーションを
優先し，実績を積む．

 その集積が知識体系を構築
していく．

 ゴールは，R&D PMBOK

３．R&D PM研究会の概要 24
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世界各国の研究開発投資額

冨永章氏から
の紹介による

日本のR&D投資額は
世界３位だが…

３．R&D PM研究会の概要 25
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３．R&D PM研究会の概要 26
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企業のイノベーションによる価値連鎖と潜在的利益額／リソースの関係

寺田知太、他（知的資産創造/2013年1月号）に久保加筆

R&D 
PMBOK

潜在的利益が決まるこの領域にR&D 
PMBOKの知識体系を構築し、イノベー
ションの確率を向上させるのが狙い。

潜在的利益が決まるこの領域にR&D 
PMBOKの知識体系を構築し、イノベー
ションの確率を向上させるのが狙い。

３．R&D PM研究会の概要 27
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＜第１回シンポジウム ’14年2月1４日(金)＞

大雪の千葉工大
津田沼キャンパス

３．R&D PM研究会の概要 29
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で生産性を上げれば、勝てるか？

4. 何故、価値創造か 30



ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 経営者が想定するイノベーション人材にとて重要な能力・素養

柳沢、他/知的資
産創造/2013.1

31
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柳沢、他/知的資産創造/2013.1

4. 何故、価値創造か 32
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そこで、

 「R＆Dプロジェクトマネジメント研究会」では、R＆Dにおいて

プロジェクトマネジメント（PM）を積極的に活用し，価値創造

をもたらすための研究活動を進めます．

２．なぜ、価値創造か？ 33
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R&D PM研究会の第２

回シンポジウムを
2/13(金)に千葉工大

東京スカイツリータウン・
キャンパスで開催し、約
70名の聴講者が参加。

4. 何故、価値創造か 34
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千葉工大
東京スカイツリー
タウンキャンパス

＜第２回シンポジウム ’1５年2月13日(金)＞

4. 何故、価値創造か 35
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研究会活動実績
期 年度 月 目標 行事 定例会 特別講演会

6 ・キックオフ ・ 1st
8 ・ 2nd 清田守（リコー）

10 ・ 3rd 五百井俊宏(千葉工大)
12 ・ 4th 冨永章(PMラボ)
2 ・ 5th 長洲毅志（エーザイ）
3 ・PM学会春季大会
4 ・ 6th 菰田卓哉（パナソニック）
5 ・1st
6 ・ 7th 金田浩明（ｸﾞﾛｰﾋﾞｽ経営大学院）
8 ・ 8th ・
9 ・PM学会秋季大会 ・3rd

10 ・ 9th 中田邦臣（LCB研究会）
11 ・ProMAC2013 ・4th
12 ・ 10th 岡村久和（日本アイビーエム）
1 ･5th
2 ・第1回シンポジウム ・ 11th 冨永章氏（PMラボラトリー）
3 ・PM学会春季大会 ・ 12th ・6th
4 ・ 13th
6 ・ 14th 和田義明(キューピー)
7 ・ 15th
8 ・ 16th 内平直志（北陸先端大）
9 ・千葉工大フォーラム ・ 17th

10 トヨタ自動車東日本工場見学 ・ 18th 出口弘（東工大）
12 ・ 19th
1 ・ 20th 浪江一公（ベクターコンサル）
2 ・第2回シンポジウム 為末大，中田行彦（立命館）
3 ・PM学会春季大会

WG活動

リ
ー
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ー
会
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蒙
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Ⅰ

Ⅱ 2013
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Ⅲ

2015

2014

2016

要
件
明
確
化

5.研究会の活動成果 36
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（～ 年分） ※ 年度にも 回開催

We received the precious data and advice of this research.

Date Title

'12. Aug.
KIYOTA, M.

(Rocoh)
PM practical use & awareness of the
issues in R&D of Riocoh

'12. Oct.
IOI, T.
(CIT)

The basic knowledge of PM & recent
researh of PM

'12. Dec.
TOMINAGA, A.

(PM Lab.)
Modern PM application to R&D

'13. Feb.
NAGASU, T.

(Eisai)
Informatics & PM for drug design research

'13. Apr.
KOMODA, T.
(Panasonic)

Management of the R&D in prior art
development

'13. Jun.
KANEKO, H.

(GLOBIS)
An action & reaction of a stage gate

Invited lecturer

5.研究会の活動成果
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• 2014年4月： フロネシス獲得プロジェクトマネジメントモデル
のための人材育成法

（Journal of Management Studies）五百井、他

• 2014年9月：スキームモデルに基づく研究開発プロセスの分析手法

（国際P2M学会論文誌） 五百井、他

• 2014年9月：化学系ブティック型（領域特定型）日本企業へのステージゲート

法適用の課題と提案 （国際P2M学会論文誌） 金子、他

• 2014年10月：ものづくりR&Dプロジェクトマネジメント

（千葉工大プロジェクト報告） 久保、他

• 2015年3月：PBLを用いたビジネス創成教育の改善案

（国際P2M学会論文誌） 小原、他

研究成果（論文発表）
計 本（査読付 本）

5.研究会の活動成果 38
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• 2013年 3月：ものづくりR&Dプロジェクトマネジメント研究会の活動状況（1）

（PM学会） 久保、他

• 2013年 9月：ものづくりR&Dプロジェクトマネジメント研究会の活動状況（2）

（PM学会） 久保、他

• 2013年11月：Education of New Business Creation using PBL
（ProMAC） 小原、他

• 2013年11月：The Activity of Monozukuri R&D Project Management Study Group 
（ProMAC） 久保、他

• 2014年3月：研究開発を成功させるプロジェクトマネジメント

（PM学会） 久保

• 2014年4月：スキームモデルに基づく研究開発プロセスの分析手法

（国際P2M学会） 下田、他

• ２０１４年4月：化学系ブティック型日本企業へのステージゲート法適用の課題と提案

（国際P2M学会） 金子、他

• 2014年3月：フロネシス獲得マネジメントモデルによるR&D PMの人材育成法

（工学教育研究講演会） 五百井、他

研究成果（学会発表①）

5.研究会の活動成果 39
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• 2014年9月：PBLを用いたビジネス創成教育の改善案

（国際P2M学会） 小原、他

• 2014年 9月：ものづくりR&Dプロジェクトマネジメント研究会の活動状況（1）

（国際P2M学会） 小原、他

• 2015年3月：価値創造をもたらすR&Dプロジェクトマネジメント

（PM学会） 久保

• 2015年4月：P2M導入によるR&Dプロジェクトのための人材育成マネジメント

（国際P2M学会） 五百井、他

• 2015年4月：死の谷を越えるR&D型プロジェクトマネジメント手法の提案と実践

（国際P2M学会） 清田、他

• 2015年4月：研究開発型ベンチャーに対する公的支援に関する一考察

（国際P2M学会） 山崎、他

• 2015年4月：急激な環境変化に強いR＆Dプログラムマネジメント

～イーストマン・コダックと富士フイルムの比較から ～

（国際P2M学会） 金子、他

研究成果（学会発表②）
計 回

5.研究会の活動成果 40
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啓発 のミッション

以下の活動を通じて，R&DにおけるPM適用範囲の拡大を図る．

（１）R&D活動を議論する共通な枠組み定義し，業種ごとの特徴分析を行う．

（２）PM視点で望ましいR&Dプロセスを定義し，広く活用可能なアセスメントチェッ

クリストを作成する．

◆『啓発WG』アプローチ

アセスメントチェックリスト

業種ごとの特徴分析

R&D活動を議論する共通な枠組み

PM適用範囲

の拡大

研究会のナレッジ

・産官学の幅広い視点

・企業経営の視点

・PM知識，P2M知識

・PM活用事例

・R&D従事経験

5.研究会の活動成果 41

啓発WGリーダー：下田篤（千葉工大）



ＰＭＡＪ例会 2015.4.24 

啓発 の成果
業
種
毎
に
共
通
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

重
要
性
を
指
摘
し
，
そ
れ
ぞ
れ
の
業
種
に
適
す
る
形
態
を

考
察
し
た
．

5.研究会の活動成果 42

啓発WGリーダー：下田篤（千葉工大）
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定義・ツールWGリーダー：清田守（リコー）
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製造業における事業商品型とR&D型PMの違い
製造業における

事業商品型プロマネ運営
製造業における

R＆D型プロマネ運営

未知の技術は導入しない 未知技術を開発するのが仕事

トップダウンでの運営

組織横断推進が前提
（開発・生産・販売・サービスetc）

用意された全ツールを必須活用

ボトムアップでの運営も可

まずはR＆D内で推進でも可

テーマに応じ選択的ツール活用

始めと終わりが設定し易い 始めと終わりが設定しにくい

目標は変更しない事前提 目標はフレキシブルに再設定

出典）リコー清田守氏

5.研究会の活動成果 44
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テーマの規模・人数

テーマ

目標の

確定度

１or２人 ～１０人 １０人～

【Ⅲ】

【Ⅱ】

【Ⅰ】

確定的

探索

★右上領域

成果目標固定
型が有効

★左下領域

成果目標柔軟設
定型が有効

図２

テーマの目標確定度と規模・人数によって目標設定の仕方を
変えていく必要がある

R&Dのそれぞれの領
域における目標値の
設定の仕方，プロセス
定義のあり方，ツール
の選択と活用方法を
検討していく．

5.研究会の活動成果

定義・ツールWGリーダー：清田守（リコー）
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研究開発者が、進度に応じて使い易いツール群を整備してい
く必要がある。

◆RAM = Responsibility Assignment Matrix

◆WBS = Work Break Down Structure

提案書作成
テーマ概要
の明確化
技戦書

ODP
等

全員の
ベクトル
合わせ

・組織/体制の確立と責
任/役割の明確化

●責任分担表
（RAM）

・報告ルート/コミュニケ
ーションラインの明確化

●コミュニケーション
プラン

・組織/体制の確立と責任/役割の明
確化

●責任分野管理計画表

体制の確立

・リスクの抽出と運用管理

●リスク対応計画

リスク
対応計画

課題運用

●トラッキングリスト
作成管理

・日程策定追従

●統合日程計画表 管理

適切な運用と
フィードバック

・作業の洗い出し

●ＷＢＳ
・全員での日程策定

●統合日程計画表

・成果物受け渡し条件明確化

●要求成果物情報一覧
表

精度の高い
日程計画

ここでテーマ提案

ツール：★Ａ群

ツール：★Ｂ群

ツール：★Ｃ群

ツール：★Ｄ群

ツール：★Ｅ群

A3

A1 A2

B1

B2

B3

D

C

・会議体の明確化

●会議体運営表A4

全プロセス

5.研究会の活動成果 46

定義・ツールWGリーダー：清田守（リコー）
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死の谷を克服するための橋渡しプロジェクトチーム

5.研究会の活動成果 47

定義・ツールWGリーダー：清田守（リコー）
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定義･ツール の今後

5.研究会の活動成果 48

定義・ツールWGリーダー：清田守（リコー）
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ステージゲートWGリーダー：金子浩明（グロービス経営大学院）
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企業におけるステージゲート法の適用事例

50

自社に合わせたSG法ライクな仕組みを構築しているが，各社固有の悩みを抱えている．

R&D ｹﾞｰﾄ数 ゲート

SG ｽﾃｰｼﾞ数 ｷｰﾊﾟｰ

A 電機 大 PCM 3/4 原則として

数名
イノベイティブなテーマの欠如．
研究開発の明確な納期が決められていない．

B 電機 大 TD法ﾗｲｸ 2/2 1 どうすれば創造性が養われるのか不明．
R&Dとビジネスが両方分かるゲートキーパーがいない．

C 精密機器 大 TD法ﾗｲｸ 4/4 1 テーマを切ると，何も研究テーマが残らなくなる．

D 化学 大 FSG 6/6 1 付加価値の小さなテーマでさえ，なかなか死なない．
研究開発の過剰監視・制御（研究している暇がない）．

3ステージ

TD法
3/3 複数 ステージゲート法に対する多くの誤解と理解不足．

伝統的
SG法

5/5 複数
細かい･厳しい･早い →　行動の歪み．
実践と大失敗の機会が失われる　→　育ち方の歪み．

R.G.Cooper

日本企業のヒアリング結果

（金子浩明氏）

企業 業種 規模 課題

5.研究会の活動成果

ステージゲートWG：久保裕史
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•ステージ・ゲート法は有力なR&Dの
プロジェクトマネジメント手法である。

5.研究会の活動成果 51

ステージゲートWGリーダー：
金子浩明（グロービス経営大学院）
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ステージゲートWGリーダー：金子浩明（グロービス経営大学院）
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 研究開発や問題解決を最適な進め方にする基本的な考え方。
 新規性の高い研究や問題解決において、両者をうまく組み合わせることで、

手戻りが少ないプロセスとすることができる。

 研究開発や問題解決を最適な進め方にする基本的な考え方。
 新規性の高い研究や問題解決において、両者をうまく組み合わせることで、

手戻りが少ないプロセスとすることができる。

α・βアプローチ法

新規性が低い場合や、
目標や仕様の確定度
が高い場合に採用され
る効率的な進め方。

新規性が低い場合や、
目標や仕様の確定度
が高い場合に採用され
る効率的な進め方。

新規性が高く、目標設
定や顧客ニーズの確認
が必要とされる場合に
採用される。

新規性が高く、目標設
定や顧客ニーズの確認
が必要とされる場合に
採用される。

5.研究会の活動成果

研究開発マネジメント実践技法集
（日本能率協会総合研究所）’09
に久保加筆
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54

この時期は苦しいが，
楽しい.研究開発の
醍醐味を味わえる．

5.研究会の活動成果

研究開発マネジメント実践技法集（日本
能率協会総合研究所）’09に久保加筆
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55

【βアプローチは知恵集めと発見】

レビュータイミングは絶対延ばさない。
できている範囲でレビューする。

関
係
者
が
全
員
で
計
画

を
作
成
す
る
と
効
果
的
。

目標作り目標作り 実行実行
上流における連携 下流における連鎖

5.研究会の活動成果

研究開発マネジメント実践技法集（日本
能率協会総合研究所）’09に久保加筆
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人材育成WG 研究の概要

① PMにおける目標管理（MBO）?

② ステージゲート（SG）による制約?

③ R&Dプロジェクトの人材育成?

④ 思いのマネジメント（MBB）導入

MBBとP2M導入によるR&Dプロ
ジェクトのための人材育成マネジ
メントの提案

研究目的厳格な拘束条件
( MBO )

研究意識・視野の矮
小化（SG）

失敗からの学習機会
の減少（SG）

高質な実践知の獲得
（PMフロネシス）

MBB : Management By Belief,  MBO : Management By Objectives, SG : Stage Gate, PM : Project Management   

R&Dプロジェク
ト人材育成マネ
ジメントモデル

マネジメントモ
デルの検証

R&D・PMのため
の人材育成知
識の体系化

R&D プロジェクト人材の
効果的育成法

フロネシス : 実践的知恵 = 高質の暗黙知

問題点

研究プロセス
期待される成果

プロジェクト環境

従来のＰＭ人材育成法

R&D PMのための
人材育成

5.研究会の活動成果 56

人材育成WGリーダー：五百井俊宏（千葉工大）
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Pleasure Self 
Expression

Communication

Evaluation

Motivation

PM Phronesis* 
Acquisition Model

PM Phronesis* 
Acquisition Model

Continual Learning Process. The Way of Seeking a Dream.

Acquire 
Phronesis ?

Extraction 
of BeliefCommunication Upbringing

57

Socialization

Externalization

Combination

Internalization

K. Ichijyou & I. Nonaka，
MBB : 
Management By Belief, 
Toyo Keizai Newspaper I. Nonaka

フロネシス
人材獲得モデル
（人材育成WGリーダー：五百井
の図を元に久保作成）

＊Practical 
wisdom

5.研究会の活動成果
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R&Dプロジェクト人材育成マネジメントモデル

5.研究会の活動成果 58

人材育成WGリーダー：五百井俊宏（千葉工大）
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柳沢、他/知的資産創造より（ソニー・エリクソン・モバイルコミュニケーションズの事例）/2013.1

米国では、ベンチャー企業の多産多死によるエコシステムが構築されている。
そのような環境が未整備の日本企業が、持続的イノベーション創造を実現するに
は、組織内にイノベーションを創造しやすいエコシステムを組織する必要がある。

イノベーションエコシステム（生態系）を構成する要素のイメージ 59
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• 価値創造をもたらす R&Dプロジェクトマネジメントの知識体系づ

くりを、産官学メンバーからなる4つのワーキンググループが中心

になって進めている．

• 学会発表の成果を積み上げ、R&D PMBOKの発行を目指す。

• 特別講演会（隔月）や見学会（随時）による啓発活動も継続する。

• 本研究会の活動に興味をお持ちの方は，下記宛ご連絡下さい．

▫ 千葉工大 プロジェクトマネジメント学科 久保裕史

電子メール： hiroshi.kubo@kubo-labo.com

6. まとめと今後の活動予定 60
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ご清聴、ありがとう
ございました。

61
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